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2014 年 4 月 18 日 

株式会社スカパーJSAT ホールディングス 

 

通期連結業績予想の修正ならびに子会社における投資有価証券評価損の計上に関するお知らせ 

 

株式会社スカパーJSAT ホールディングス（本社：東京都港区、代表取締役社長：高田 真治）は、

最近の業績動向を踏まえ、昨年5月 8日の平成25年 3月期決算発表時に開示した平成26年 3月期（平

成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日）の連結業績予想を下記の通り修正しましたので、お知らせ

いたします。 

また当社連結子会社であるスカパーJSAT 株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：高田 真

治）において投資有価証券評価損を計上することとなりましたので、併せてお知らせいたします。 

記 

 

１．平成 26 年 3 月期の連結業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1日～平成 26 年 3 月 31 日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

 

前回発表予想（A）          

百万円

164,000

百万円

 17,000

百万円

16,500

百万円 

10,000 

 円 銭

29.71

今回修正予想（B）          171,600 21,700 21,500 9,600 29.32

増 減 額 （ B － A ）          7,600 4,700 5,000 △400 

増 減 率 （ ％ ）          4.6％ 27.6％ 30.3％ △4.0％ 

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
159,609 16,153 15,698 9,682 28.77

 
（注）当社は平成25年10月1日を効力発生日として1株を100株とする株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、平成25年3月期の1株当たり純利益金額を算定しております。 

 

修正の理由 

 

当連結会計年度における営業収益は、現状の業績の推移等を勘案し、前回発表予想を 1,716 億円に 

修正いたします。利益面では、有料多チャンネル事業においてＨＤ移行費用増等はあったものの、 

宇宙・衛星事業において、システム受注の拡大が寄与したこと等の理由から、営業利益及び 

経常利益を、前回発表をそれぞれ 47 億円、50 億円上回る 217 億円、215 億円に上方修正いたします。 

尚、当期純利益につきましては、下記２．の通り投資有価証券評価損を特別損失に計上いたしまし 

たので、前回発表を 96 億円に修正いたします。 
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２．平成 26 年 3 月期第 4四半期末の投資有価証券評価損 

連結貸借対照表において「投資有価証券」に区分される保有有価証券につき、平成 26 年 3 月期第 4

四半期において減損処理による投資有価証券評価損を計上する必要が生じたもの。 

 

（A）平成 26 年 3 月期第 4四半期末の投資有価証券評価損の総額 2,975 百万円

（B）平成 25 年 3 月期の連結純資産の額 192,693 百万円

 (A)／(B)×100 1.5％

（C）平成 25 年 3 月期の連結経常利益の額 15,698 百万円

(A)／(C)×100 19.0％

（D）平成 25 年 3 月期の連結当期純利益の額 9,682 百万円

(A)／(D)×100 30.7％

 

 

３．配当予想 

配当予想については、前回発表数値から変更ありません。 

 

【業績予想に関する留意事項】 

本資料に掲載されている当業績予想等将来に関する事項は、本資料の発表日現在において入手可能な

情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果

となる可能性があります。 
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